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奈
良
県
横
井
市
の
薪
尉
光
戴
古
墳
（
国

史
跡
、
全
長
86
㍍
）
で
、
古
骨
時
代
中
期

初
め
（
4
世
紀
末
）
に
作
ら
れ
た
と
み
ら

は
に
わ

れ
る
武
人
の
埴
輪
l
体
が
見

つ
か

っ
た
。

市
教
委
が
24
日
発
表
し
た
。
人
を
表
現
し

た
人
物
埴
輪
の
出
土
例
は
、
こ
れ
ま
で
5

世
紀
初

め
～
前
半

が
最
古

と
さ
れ

て
き

た
。
市
教
委
は

「
人
を
埴
輪

で
表
現
す
る

よ
う
に
な

っ
た
契
機
が
わ
か
る
重
要
な
発

見
」
と
話
し
て
い
る
。

（
渡
義
人
）

奈良・茅原大墓古墳

同
古
墳
東
側
の
く
び
れ
部

で
数

百
の
埴
輪
片
が
見
つ
か

っ
た
。

つ

な
ぎ
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
高
さ
67

純
ン
、
幅

50
巧

の
武

人
と

判
明

し

た
。
盾
を
構
え
、
頭
に
は
か
ぶ
と

を
か
ぶ

っ
て
い
る
。
目
と
口
は
穴

が
開
い
た
形

で
表
現
さ
れ
、
目
や

ぼ
お
の
周
り
に
赤
い
顔
料
が
残

っ

て
い
た
。
あ
ご
に
は
入
れ
墨
を
示

す
線
刻
模
様
が
あ
っ
．た
。

市
教
委

に
よ
る
と
、
今
回

の
発

据

で

一
緒
に

見

つ
か

っ
た
円
簡

埴

輪
が

4
世

紀
末

の
も

の
と

さ

れ
る

こ
と
か

ら

、
こ
の
人

物
埴

輪
も
同
時
期
に
作
ら
れ
た
と
み
ら

れ
る
と
い
う
。
古
墳
上
部
か
ら
滑

り
落
ち
た
形
跡
が
あ
り
、
本
来
は

古

墳

の
上

に
立

っ
て
い

た
ら

し

ヽ
．
〇
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埴
輪
は
、
古
墳
時
代
に
円
簡
や

水
鳥
、
家

な
ど
の
形

で
現
れ
た
と

茅
原
大
童
古
墳
か
ら
出
土
し
た

日

本
最
古
と
見
ら
れ
る
人
物
埴
輪
＝

24
日
、
奈
良
県
横
井
市
、
森
井
英

二
郎
撮
影

い
わ
れ
る
。
し
ば
ら
く
人
の
形
は

作
ら
れ
ず
へ
大
和
王
権
の
中
枢
が

あ

っ
た
畿
内
に
現
れ
た
あ
と
、
全

国

へ
広
ま

っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
人
物
の
最
古
の
出
土
例
は
、

什
”い
バノか

5
世
紀
初
め
～
前
半
の
拝
塚
古
墳

け
”か
や
ま

（
福
岡
市
）
や
基
山
古
墳
（
大
阪

府
羽
曳
野
市
）
だ

っ
た
。

茅
原
大
義
古
墳
は
、
帆
立
貝
式

古
墳
と
い
わ
れ
、
前
方
部
が
短
い

ホ
タ

テ
貝

の
よ
う

な
形
が

特
徴

だ
。
葬

ら

れ
た
人

物
は
不

明
だ

が
、
古
来
、
神
の
山
と
あ
が
め
ら

れ
た
三
輪
山
の
西

の
ふ
も
と
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
石
野
博
倍
・

兵
庫

県
立
考
古
博
物
館
長
（
考
古
学
）

は
「
三
輪
山
の
信
仰
と
強

い
関
わ

り
の
あ
る

一
族
が
首
墳
を
守
護
す

る
意
味
で
作

っ
た
の
だ
ろ
う
」
と

み
る
。
、

現
地
説
明
会
は
26
日
午
前
10
時

～
午
後
3
時
。
埴
輪
も
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

J
R
三
輪
駅
の
北
約

1
㌔
。
問
い
合
わ
せ
は
市
立
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
0
7
4
4

・

∽
丁
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）

へ
。


